
なお旅客巡送にも相次巡送はあるが，この湯合についてはそ

の性質上特別の規定は設けられていない。ー」通し運送。述絡

巡輸規則。相次巡送取扱人。

参考文献喜安健次郎若巡送蛍業。石井照久若改訂商法

商行為法。海商法。(菱谷IIHWJ

そうじうんそうとりあっかいにん 相次運送車扱人 交通

後日占1が発達して くる と ， 1 人の巡送人が全区間の運送を行うと

いうことは不可能なことになる。この結果数人の運送人が相つ

いで運送をなす相次運送が必要となる。このような現象は運送

の市iのみならず物品運送の取次郎面にもみることができる。す

なわち， 中継運送を必裂とする貨物について，数人の巡送取扱

人が相ついで運送の取次をなす現象がこれである。商法は数人

相ついで運送の取次をなす場合においては，後者は前者にかわ

ってその権利を行使する義務を負う(商法第 563 条)と定め， こ

の現象を規律している。この場合の数人の運送取扱人を相次m

量生取扱人という。

同一貨物の運送について数人の巡送取扱人が参加する場合に

ついては， 極々な形態がある。 ( 1 ) 最初の運送取扱人が術送人

から全区間の運送に関して運送の1&次を引受け， 他の巡送取扱

人を使用し， 自己の引受けた主I!送の取次を実行する場合で ， 荷

送人と最初Jの運送取扱人との間にのみ運送取扱契約が成立し，

他の運送取扱人と荷送人との聞には何らの法律上の関係のない

形態。 (2) 荷送人が中継を要する連送区間ごとに運送取扱人を

利用する場合で，荷送人と各連送取扱人との間に主E送取扱契約

が成立し，運送取扱人相互の聞には何らの契約関係もない形態。

(3) 最初の運送取扱人が術送人と主I!送取扱契約を結ぶほか，他

の巡送取扱人を選任し， これと巡送の取次契約をなすことをも

引受ける場合で，遜i送取扱上の法律関係を生ずる形態。この没

後の形態が商法第 563 条の相次巡送取扱であるといわれている。

相次運送取扱の場合において ， 最初Jの運送取扱人以外の他の運

送取扱人を中間運送取扱人とし、う。

相次運送取扱の場合には， 1;去の巡送取扱人は前の運送取扱人

にかわってその権利を行使する義務がめる(商法第 563 条第 l

項)。たとえば甲，乙，丙 3 名の巡送取扱人がl順次に運送の取扱

をなす場合において， 乙は甲にかわって甲の権利を，丙は乙に

かわって乙の権利を行使しなければならないのである。権利と

は述送の取次を突行したことに対する報酬請求権，運送にWil し

運送取扱人が立替えた金銭たとえば鉄道運賃， 荷造'1't等の返還

請求権， その他運送取扱契約または法令の規定により巡送取扱

人が取得する権利をいう。なお市j例において，乙が甲に対し，

丙が甲または乙に対しその得ベき報酬等の支払をしたときは，

11'1の報酬請求権は乙に，甲または乙の報酬請求権は丙に移転し，

乙または丙はその様利を自己の権利として荷送人または荷受人

に対し主張しうることになる。この移転は一方の権利が消滅し

他方が新しい権利を取得するのではなく， 一方の権利を他方が

承継することになる。商法は以上の関係を，後者が前者に弁済

したときは前者の権利を取得する(尚法第 563 条第 2 項) と定め

ている。このような関係は運送人と運送取扱人との間にも生ず

る。 すなわち運送取扱人は自己の名前で運送人と運送契約を結

ぶから，運送人に対して運賃その他の料金を支払わなければな

らない。したがって相次運送取扱人の 1 人が，他の相次運送取

扱人が巡送人に対して負担する巡資料金等を支払ったときは，

運送人の有する運賃料金等の請求権は，支払をなした相次巡送

取扱人に移転する(商法第 564 条)。

なお相次運送取扱人に関する商法の規定は，いわゆる到着地

運送取扱人が当該貨物の運送に参加して到着事務を取扱う場合

そうし伊じよ

に， 性質の許すかぎり i作用するのが適当である。ー」運送取扱

人。運送取扱契約。到着地巡送取扱人。

参考文献小1I1J谷1;\'~三著述王監l夜扱業の法的考察(1951) 。

(広川潔)

そうしはいにん 総支配人 国鉄本社に所属し総裁の命をう

けて所主主地に駐在して，担当li!!ブJ機関の行う業務の統制lおよび

段査を行った機関(昭和 27 ・ 8 後構改正に際して設けられた)032

・ 1 廃止され， 地方機関としての支社がこれに代った。

総支配人は 6 名で， 駐在地によりそれぞれ北海道総支配人(札

幌駐在).東北総支配人(仙台駐在)，関東総支配人(東京駐在) ，

中部総支配人(名古屋駐在) ， 関西総支配人(大阪駐在) ， 西部総

支配人(門司駐在)と呼んでL、た。各総支配人の下には若干名の

高IJ支配人が配置され，総支配人の行う職務を補助 してい た。

(加藤誠次郎)

そうし 々 かいすう 操車回数 平面入換の作業は突放，連結，

引上および押込の 4 つの作業の組合わせである。入換機関車が，

入担軽作業を行う際に起動する目的は， この 4 つ以外にはありえ

ない。突放回数，連結回数，引上回数および抑込回数の和を操

車図数と L、う。したがって操車回数は，入換機関車の起動回数

の和であるともいえる。同一構内においては入換に要する所要

時分は， tit~車回数にだいたい比例するから，入換作業の能率を

肉上するには，繰事回数の滅少を考えることを第一義とすべき

である。また貨車集結方がはなはだ複雑で‘あったり，設備が不

完全であったりすれば，入換作業は繁雑になるから ， 1 事当り

平均操車回数は大きくなる。なお突放作業にくらべて他の 3 つ

の作業は 3-5 f音の所要時分を必要とする。(内田富彦)

そうし ゃ がかり 操車掛 駅におかれる戦で， 運転掛の指JlI1

をうけて列車の組成，列車または車両の入後作業に従事するも

のである。作業遂行にあたっては，転轍(てんてつ)手，連結手，

等を指導して， 作業を安全確実に行うようにしなければならな

し 、。

操革推トは職員養成所の信号操11i科を修了した者，または操車

掛採用試験に合格したものから録用する。(加藤誠次郎)

そうし 伊 じ よ う 操車場 (英) yard 

1 意義 ・ 沿革および現在の操車場

列車の組成または車両の入換をするために設けられた場所。

停車場の一種であり ，ヤード ともし、う。

日本国有鉄道建設規程は停車場を奴，操車場，信号場とにわ

け， 操車場とは し専ら列車の組成または車両の入換えをするた

めに設けられた場所」であるとし，また日 本国有鉄道組織規程

にもとづく現業機関の名称 ・ 位置 ・ 担当業務等に関する規程は

操車場の担当業務を L列車の巡転 ・ 組成および車両の入後に関

すること」 と定めている。

現業後関としての様車場は旅客または貨物の取扱をしないこ

とで訳と異なり ，また列車の組成および入換を主として行うこ

とで信号場と区別される。現業担量以1としての操車場は客貨の取

扱をしないので，信号場と同じ く営業キ ロ程は設定されず， そ

の設置 ・廃止について忘公示されず，総裁達をもって部内に通

迷される。 日本国有鉄道建設規程に定める操車場は物的施設と

しての場所をいうのであって， すべての操車場が現業機関とし

て1ili立しているとは限っていない。以は答:貨の取扱量や，その

線区における列車運転上の位置によ っては， 大小の別はあると

しても物的施設として操車場を包含している。すなわち固有鉄

道組織規程に掲載されている新鶴見操車湯ほか 11 操車場は，

独立の現業総関である操車場である とともに ， 一面固有鉄道建

設規程および運転取扱心得に規定された. いわゆる停車場の二一.
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